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 三 本編の結論と今後の展望
     二 本研究の視点
 北朝最初の王朝である北魏 (398 ～ 534) は、「胡族」 (非漢族の総称) のひとつ鮮卑拓蹟氏を皇帝に頂き、
 代王国時代以来の胡族貴顕、 中原に在住していた漢族士大夫層、 華北統一が進む過程で順次取り込まれ
 ていった他の五胡諸勢力などから構成される胡漢混成の政権であった。 従って、 複合的、 且つ多様性に
 富んだ当該期の歴 史を研究するうえで、 政治体制における胡漢の関係性がいかなるものであったのか、
 という点への追究は、 不可欠とみなされてきた。 その概略は以下のとおり。
 岡崎文夫氏の 『魏晋南北朝通史』 (弘文堂書房、 一九三二年) 以来、 軍事力や特異な官僚制を基盤に胡族が
 主導権を握った時代と して北魏前期をとらえる点は共通 している。 漢族士大夫たちに関 しては、 岡崎説
 や宮崎市定氏の 「九品官人法の研究一科挙前史 』 (同朋舎、 一九五六年) な どでは協調関係の存在が示唆
 される が、 谷川道雄氏の 「階唐帝国形成史論』 (筑摩書房、 一九七一年) 以降、 士大夫たちは完全なる脇役か、
 抑圧された存在と して理解される。 孝文帝以後の後期 史に関 しては、 岡崎・宮崎説の一方的漢化から、
 谷川説の形式的な胡漢融合、 そして川本芳昭氏 『魏晋南北朝時代の民族問題』 (汲古書院、 一九九八年)、 窪
 添慶文氏 『魏晋南北朝官僚制研究』 (汲古書院、 二〇〇三年)、 厳耀中氏 『北魏前期政治制度』 (吉林教育出版社、
 一九九〇年)、 鄭欽仁氏 『北魏官僚機構研究』 (稻禾出版社、 一九九五年) などに代表される、 胡漢が種族を超克
 し、 ともに政権の主体となる、 という理解へと変化 しているといえる。 ただし、 論の発端が、 胡漢対立で
 あるために、 当該期の複合性や多様性を議論する際に、 非常な困難がつきまとう。
 上記の諸研究を踏まえて、 筆者の考えを示すと、 まず、 定説と化している前期の胡漢対立構図につい
 ての批判的検証が必要ではないだろうか。 従来の研究から、 北魏が胡族の軍事力を以て成立しているこ
 と自体は事実であるが、 だからといって、 それがただちに胡漢対立構図へと繋がるのであろう か、 軍事
 力の有無のみを前提に、 北魏政権における胡族の主体性、 及び漢族士大夫たちの従属性を想定すること
 に問題はないのであろうか、 疑念を禁 じえない。 もしかかる構図が成り立ちえないとするならば、 前期
 の歴史はもちろん、 後期についても従来理解に修正を加える必要が生 じる。 すなわち、 すべての議論の
 発端となっている北魏前期の歴史をいま一度検討 しなおすべき時期に来ていると思われる。 しか し、 残
 念ながら、 かかる批判的検証は試みられていないのが、 現状なのである。
 そこで、 本稿では、 第一に、 胡漢対立構図の批判検証を行った。 第二に、 先述 したよう に、 剛II奇・宮崎
 両氏は、 前期に胡漢の協調関係の存在を見出しており、 さらに岡崎氏は、 士大夫たちが新国家の樹立を
 目論んだことをも説いている。 これらの見解は、 胡漢対立構図とのジレンマのなかで示されているが、
 この協調関係を胡漢対立構図を相対化 した立場でみたとき、 従来理解とは異なる、 胡漢の関係性、 就中、
 漢族士大夫たちの果た した役割を提示することができるのではないだろうか。 第三に、 複合的で多様性
 に富んだ諸制度を生み出 していった、 国づくりの担い手とは誰であったのか、 その背後にはいかなる歴
 史的経緯があったのか、これを抽出することによって、北魏の独自性が従来より明らかとなり、そ して「王
 朝のすがた」 も浮かび」二がってくるのではないだろうか。 上記の三つの観点から、 拓肱氏の部族発祥か
 ら北魏前期までの政治制度を考察 し、 従来とは異なる理解を以て、 北魏という国家が どのような過程を
 経て形成され、 運営されていったのかを論 じた。
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    三 本編各章の概略
 第一章 鮮卑拓践氏の南下と神獣
 第一章は、 『魏書』 巻一序紀に掲載される、 宣皇帝推寅から聖武皇帝頷沿に至るまでの、 「神人」「神
 獣」 な どが登場する神秘性に彩られた説話を取り上げて、 拓蹟氏がそもそもいかなる性格をもった集団
 であったのかというきわめて根本的な問題の考察を試みたものである。 第一に、 近年、 内蒙古各地で発
 見が相継 ぐ鮮卑集団墓地の調査によって得られた知見を活用 し、 これと文献資料が伝える内容とを照合
 分析 し、 拓蹟氏の南下の経路を検討 し、 さらに気候変動の研究を参照 しつつ、 その南下の背景を探った。
 第二に、 神話学や文化人類学な どからの知見を援用 し、 頷扮の南下の先導役を務めた 「神獣」 についての
 検討をとお して、 南下伝説の背後に潜む史実に迫り、 そこに北アジア特有のシャーマニズム的観念が存
 在 していることを明らかに した。
 かかる考察を通 じて浮かび上がってくる拓蹟氏の歴史を、時系列で示せば、拓賊民の祖先たちは、元来、
 大興安嶺の最北部からシベリアにかけての地域を活動領域と していたが、 ある時期に、 嗅仙洞周辺に移
 住した。 前漢晩期～後漢前期の時期になると、 宣皇帝推寅に率いられ、 嗅仙洞から呼倫貝爾のステップ
 に南下した。 当時は、 匈奴の南北分裂や、 それに続く南匈奴の長城以南への移住によって、 呼倫貝爾の
 草原地帯における匈奴の影響力は低下 しており、 この情勢変化が推寅の南下を可能と した。 こののち、
 拓蹟氏の祖先たちはしばらく呼倫貝爾のステッ プを活動範囲と していたが、 後漢桓帝から霊帝にかけて
 の時期、 北アジアでは鮮卑檀石梶の大規模な部族連合が形成され、 拓蹟氏のなかにもこれに取り込まれ
 るグルー プが現れた。 その一派は、 献皇帝隣に率いられ大興安嶺沿いを徐々に南下 し、 檀石梶属下の西
 部勢力として現在の鳥蘭察布盟一帯のステップに活動地域を移した。 檀石塊の死後、 その部族連合は瓦
 解し、 これ代わって朝比能が擡頭する。 隣の後継者頷扮は、 この朝'比能の属下にあって、 その拠点を陰
 山地方に移 した。 以上のごとくになる。
 元来、 シベリア方面で活動する森林狩猟民であった拓蹟氏は、 しだいに南下 し、 「匈奴から鮮卑へ」と
 いう北アジア世界の盟主交替の潮流のなかで、 烏蘭察布盟一帯から陰山地方にかけての、 農耕 遊牧の
 複合地帯に少しずつ自己の勢力を扶植 し、 中原進出への力を蓄えていった。 この盟主交替の潮流は、 長
 城周辺の地で確実に定着していき、 さらにその余波は中国世界にも及び、 五胡時代前半を彩った南匈奴
 系勢力から、 五胡時代後半を彩る鮮卑慕容氏の前・後燕、 そ して拓肱氏の北魏へと、 その勢力図が大きく
 塗り替えられることとなる。
 第二章 もうひとつの漢魏交替一道武帝期における 「魏」 号制定問題をめぐって
 吉頁沿が雲代と呼ばれる烏蘭察布盟一帯から陰山地方にかけての、 農耕一遊牧の複合地帯に拠点を据え
 て以後、 拓賊氏は当地に部族連合の政権代王国を建設する。 北魏王朝とは、 この代王国を前身と し、 王
 朝成立以後、 孝文帝の洛陽遷都に至るまで、 その帝都は平城一 「代」 にあった。 しか し初代皇帝道武帝は、
 「魏」 を天下号に定め、 国内外に宣示 し、 「代」号は国内でのみ用いるという特異な政策を採った。 なにゆ
 え道武帝は 「魏」 を天下号と したのか。 「魏」 という天下号には、 どのような意義があり、 その制定の背後
 には、 いかなる歴史的経緯があったのか。 道武帝期の「魏」 号制定を中心に据え、 その歴史的経緯と、 そ
 こに見出される独自の論理構造について、 北魏建国期の国際情勢が政権に及ぼした影響な どを考慮 しつ
 つ、 検討を試みたのが第二章である。 結論を記す と、 以下のようになる。
 「魏」号は、 当初 「匈奴劉氏 (漢) から鮮卑拓蹟氏 (魏) へ」という内蒙古における覇権奪還への拓蹟氏の
 確固たる意志表明であったが、 登国六年 (391) の慕春永との同盟締結以来、 天下号へと上昇 し、 天興元年
 (398) 六月、 東晋の使者来朝を契機に群議が催され、 晴れて「魏」は天下号となった。 また、 天下号制定
 一 296 一
 と随伴 して、朝廷 (拓蹟氏と、旧幕容燕系の漢族士大夫たち) は、大魏の正統性 を確実なものとするために、
 歴史問題と格闘し続けた。 その成果が「北夏」「南夏」の歴史であった。 北魏王朝の構成員たちはこの歴
 史理解に、「漢」的世界から「魏」的世界への転換、すなわち「もう ひとつの漢魏交替」を見出す。かく して「大
 魏」 は新たなる世界そのものを指すこととなった。
 上記の検討を踏まえていえば、 旧慕容燕系の漢族士大夫たちにとって、 雲代という農耕一遊牧の複合
 地帯が、 彼らの理想国家を建設しうる可能性を多分に存 した新天地にほかならなかったであろう。 従来
 の複合地帯に関する議論は、 遊牧民の側からのア プロ ーチにと どま ってきたが、 北魏史のなかでこの問
 題を考えていくには、 漢族士大夫たちの当地における活動という面にも踏み込んでいく 必要がある。
 第三章 「内朝」 「外朝」と胡漢問題
 今日までの北魏 史研究において、胡漢の政治体制上の関係性がい かなるものであったのかという 点は、
 きわめて重要な関心事とされてきたが、 就中、焦点となっているのが、 北魏前期 における胡漢問題である。
 そ して 「内朝」 「外朝」の関係性が、 この胡漢問題を考える際の主要テーマとみなされ、 研究が進められて
 きた。 その結果、 提示されたのが、 「胡族が内朝にあって主権を掌握 し、 外朝の漢族を牽制する」という、
 胡漢の対立的関係から成る政治体制である。 では果たして本当に、 胡漢対立構図を以て、 内外朝の関係
 性は理解 しうるのであろう か。 第三章では、 「内朝」 と 「外朝」 の関係をいま一度分析 しなおすことによっ
 て、 この胡漢対立構図の有効性や問題点を論 じた。
 具体的には、 第一に内外朝官就任者の調査と、 全体の統計分析、 第二に内朝官の監察事例の調査と、 全
 体の統計分析を行い、 ①内外朝双方 に胡漢の就任者が偏りなく存在すること、 ② 「内朝」 官が有する監察
 権は漢族を牽制・監視するための権限ではなかったことを確認 し、 第三に、 内外朝双方の高級ポス トを
 兼任する執政集団によって双方の諸機構が統べられる事実をは じめて明らかに し、 第四に、 相互補完的
 関係において内外朝を理解すべきと結論づけた。 そのうえで、 胡漢対立構図という従来的な “枠組み。 を
 取り払い、 胡漢の合作・協力のもとには じめて成立する王朝と して、 北魏を捉え、 その歴史を考えていく
 必要i生を説いた。
 そ して、 旧慕容燕系の漢族士大夫たちが、 北魏の政界の中枢にかなりの人数の人材を輩出 している事
 実に注目し、 新天地雲代が備える理想国家建設への大いなる可能性に惹かれ、 北魏の建国に積極的に参
 画 していった漢族士大夫たちが、 その後、 北魏の国家建設の プラ ソナー、 推進者となり、 理想の国家像の
 実現を目指 して営為 努力を積んでいったことに言及 した。
 第四章 内某官制度の考察
 前章での考察を踏まえつつ、 本章では、 胡漢対立という従来的枠組みから距離を置き、 「内朝」を構成
 する一機関とみなされる内某官の制度的実態を追究を試みた。 内某官は、 それが代王国時代以来の鮮卑
 的性格を存する側近官と考えられている がゆえに、胡族の漢族支配の牙城と して論 じられる傾向が強く、
 再検討を要する問題であるといえるからである。
 具体的には、 内某官が後宮を勤務場所としていたこと、 当時の後宮は皇室によって家内工業及び商業
 活動が行われる場であり、 そこには商品等を収蔵する蔵庫が置かれていたこと、 内某官は、 皇帝及び皇
 后たちの侍従的職掌のほかに、 後宮の蔵庫 を管理・警護する任も負っていた、 という独自の見解を提示 し、
 且つ内某官が、 「外朝」上層部の人材供給源であったことをはじめて指摘し、 内外朝の相互補完的関係と
 いう筆者の学説を強化 した。
 上記の考察を踏まえて、 結論部では、 内某官が北魏後期に消滅した背景として、 国家財政と皇室財政
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 との分離状態から、 皇室財政を国家財政に組み込むかたちでの一本化へ、 という財政上の変化による後
 宮 0) 変質を想定 した。
 さらに、 前期の内某官や後宮が備える特異性は、 遊牧民出身の非漢族のみが容認するものではなくて、
 漢族士大夫たちにとっても十分に受容できうる範囲のものであったことを指摘 した。
 第五章 代王国時代から北魏前期における拓蹴氏の婚姻動向
 本章では、 代王国時代から北魏前期までの婚姻動向という観点から、 中国にも、 北アジアにも先例を
 みない北魏独自の制度や、 拓賊氏が元来もっていた慣習と、 中国的制度の融合のうえに成立する制度を
 解明 し、 北魏のもつ複合的な多様性、 そ してその先にある、 国のすがたにアプローチ した。
 その考察内容をまとめると、 つ ぎのようになる。 代王国時代の拓蹟氏は、 厳 しい生存競争のなかで、
 自己の勢力を維持し、 伸張させていくために、 その時々の情勢に従って有力と思われる外部の部族連合
 と同盟関係を結び、 その部族連合の君長氏族と政略的に通婚 し、 関係の継続・深化に努めていた。
 北魏前期の歴代皇帝は、 正皇后に他国の国主の血縁者を迎え、 天下国家大魏の皇帝の徳が四海に及ん
 でいることの確かなる証とした。 一方で、 親類縁者の少ない女性が皇太子を生む傾向があった。 皇族諸
 王の婚姻は、 歴代皇帝の婚姻と同様に、 ①五胡諸政権の国主の血筋、 ②遼東から山東地域の諸氏族、 ③帰
 順勢力の親族などがその対象で、 氏族はまちまちで、 よく分散化されていたが、 献文帝から孝文帝の前
 期にかけて、 漏氏との集中的な婚姻が生 じている。 当初北魏では、 崔宏ら漢族士大夫たちによって打ち
 出された、 皇太子の実母殺害、 保母の制といった北魏独自の政策に明らかなごとく、 皇太后の臨朝称制
 と外戚勢力の跋扈との防止が図られており、 身寄りの少ない者が皇太子を生んだり、 諸王の婚姻相手が
 よく分散化されているのは、 このことと深く関係していた。 しか し、 正皇后が皇太子を養育するという
 特殊ケースから文明太后が出現 し、 は じめて皇太后の臨朝称制と、 外戚勢力の跋扈が出来 して しまう。
 献文帝から孝文帝期にかけての、 皇族諸王と馬氏との集中的な婚姻もこれがゆえであった。
 公主については、 道武帝が崔宏の影響のもと、 その政略的活用法を考案して以来、 北魏では朝貢関係
 の締結の証、 及びその関係の維持、 そして帰順勢力の懐柔という政治的意図から、 公主は「賓附の国」に
 集中的に降嫁させられ、 「朝臣の子弟」 に降嫁されるケースはその半分以下にと どまった。 これは、 中国
 王朝の伝統的な政策と、 拓蹟氏が元来もっていた柔軟性とを融合 したところに、 は じめて成立 した、 北
 魏特有の複合的な政策と して理解 しう る。
 そして、最後に以下の点に言及 した。 道武帝は内蒙古を統一すると、匈奴や契丹、モンゴルとは違って、
 故地を中心に確固と した政権を形成する段階を経ず、 ただちに中原へ進出 して後燕を平定 し、 皇帝制度
 のもと北魏を建国する。 しか し、 この時点で、 拓肢氏がもつ遊牧民的慣習がまったくなくなったわけで
 はなかった。 そのなかには、 国づくりの舵取りを任せられた崔宏ら旧幕容燕系の漢族士大夫たちにとっ
 て、 皇帝制度と抵触 しないとみなされたものもあった し、 女性の政治的地位の高さや、 皇太子制度の浸
 透度の浅さといった甚だ都合が悪いとみなしうるものもあった。 ゆえに、 彼らは、 それらの慣習が皇帝
 制度に悪影響を及ぼさぬよう、 帝権を保護 し、 強化する諸制度を講 じた。 その成果こそが、 皇太子の実
 母殺害や保母の制であり、 皇太子監国制度であったにほかならない。 これに加えて、 拓賊氏が元来もっ
 ていた慣習と、 中国的制度の融合のうえに成立する、 北魏特有の複合的な婚姻政策を以て、 北魏皇帝の
 存在を著 しく権威づけようと したのは、 すべて北魏を永続させるための長久の策であったのであって、
 彼らが、 雲代という新天地に成立 した 「大魏」 というまったく新 しい天下国家に思い描いた理想とは、 安
 定政権の構築であった。
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 第六章 崔浩言条殺の背景
 第六章は、 太武帝期に起きた漢人宰相崔浩の誅殺事件を取り」二 げ、 内外朝と同様に胡漢対立で説明 し
 てきた先行研究に対して異論を示したものである。 本章で筆者は、 崔浩の罪状が国史直筆問題から収賄
 罪へと変更されている点と、 崔浩の人事問題との関係性について、 従来研究では整合的な説明が示され
 ていないことに着眼 し、 当事件の再検討を行った。 その結果、 ①崔浩の行う 人事に反感を抱く漢族官僚
 が、 崔浩の国史直筆を騒 ぎ立て、 崔浩を窮地に追い込んでいく、 ② しか し直筆は言朱殺にあたる罪ではな
 かったため、高允が余罪を太武帝に示唆 し、それが罪状変更の契機となった、という経緯を明らかに した。
 そして③事件の背後に、 各自の思惑や利害が複雑に錯綜 し、 決して一枚岩とは成り得ない漢族官僚たち
 の事情が窺えることを指摘 し、 胡漢対立という状況が想定しがたいことを確認した。
 そのうえで、 第二章や第五章の考察を踏まえ、 ①道武帝から太武帝期までの三代において、 崔宏・浩父
 子が、 北魏建設の主たる舵取り役と して、 諸制度を創り上げてきた存在であったこと、 ②かかる輝かし
 い成果に基づく崔浩の自負心から、 「大魏は父と自分とで創り上げてきたもの」 という慢心が生 じ、 己が
 理想の実現のみに突っ走り、 周囲の意見に耳を傾けず、 行き過 ぎた行動を起こ して、 周囲から忌み嫌わ
 れる存在となったこと、 ③崔浩の慢心、 独断をみた太武帝は、 士大夫たちの崔浩に対する不満を耳に し、
 これが潮時と判断 し、崔浩 を見限っ たこ と、④そ して、 李孝伯 や高允に、 舵取りの役目 を負わすが、 彼らは、
 崔宏・浩父子ほ どの企画力・推進力を示さず、 北魏の国家経営は主たる舵取り役を喪い、 この間隙を突い
 て乙渾の専権、 さらには鷹太后の臨朝称制が出現する、 以上の歴 史的経緯を説明した。
 四 結論と展望
 後漢桓帝から霊帝にかけての時期 (146 ～ 189) に北アジア世界ではじまった、 「匈奴から鮮卑へ」とい
 う盟主交替の潮流のなかで、 拓肱氏は雲代と呼ばれる農耕一遊牧の複合地帯に少しずつ自己の勢力を扶
 植 し、 当地に部族連合の政権代王国を建設、 中原進出への力を蓄えていった。 このように、 「匈奴から鮮
 卑へ」 という 盟主交替の潮流は、 長城周辺の地で確実に定着 していくが、 その余波は中国世界にも及び、
 華北の漢族士大夫たちをも飲み込んでいく。 その現れが、 五胡時代後半を彩る鮮卑慕容氏の前・後燕で
 あり、 拓肱氏の北魏であった。 内蒙古統一を果た した道武帝が、 その勢いに乗って後燕を滅ぼし、 中原
 進出を果た したとき、 旧慕容燕系の漢族士大夫たちは、 雲代の地に新天地を見出す。
 かく して、 拓蹟氏と、 大いなる希望を胸中に抱いて中原よりやって来た漢族士大夫たちとの、 合作・協
 調によって、 雲代を中心とする 「北夏」 と、 郷を中心とする 「南夏」 より成る新たなる天下国家 「大魏」 が
 建設される。 そして、 崔宏をは じめとする漢族士大夫たちは、 この新政権の国づくりの主たる担い手と
 なって、 雲代というフロンティアに、 彼らが理想とする安定政権を構築していく。 しか し、 この時点で、
 拓敗氏がもつ遊牧民的慣習がまったくなくなったわけではなかった。 そのなかに、 彼らが、 皇帝制度と
 抵触 しないとみな したものがあれば、それを受容すると同時に、アレンジを加えた。 また皇帝制度にとっ
 て甚だ都合が悪いとみなしうるものがあれば、 その悪しき慣習から帝権を保護 し、 強化する諸制度を講
 じた。 それはすべて北魏を永続させるための長久の策であったにほかならないが、 それがゆえに、 中国
 王朝の伝統的諸制度を完備 したわけでもなければ、 北アジア政権の制度・慣習を完備 したわけでもない、
 非常に多様で、 複合的な諸制度を備える王朝となっていく。 それはいうなれば、 士大夫たちの プランニ
 ングによって創られた 「非北アジア的・非漢族的」 中国王朝であった。 これが可能であったのは、 いうま
 でもなく、 漢族士大夫たちの積極的な政権参画の動きがあったからであるが、 その背景には以下のこと
 が想定 しえる。
 いわゆる征服王朝型の異民族政権の多くは、 北アジアの故地に留ま り、 そこに北アジア的国家を確立
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 し、 そののち中国に進出するため、 その国家像は、 中国的装いをまとった北アジア国家となり、 政権の中
 枢は依然として非漢族が占め、 漢族は特殊なケースを除き、 要職を担えない。 だが北魏の場合、 内蒙古
 を統一 した道武帝は、 盛楽を中心に北アジア的国家を建設することなく、 ただちに中原へと進出 し、 多
 数の漢族士大夫たちを登用 し、 雲代の地に北魏を建設するのである。 だからこそ、 士大夫たちは、 国づ
 くりの担い手と しての地位を占めることができたのである。 すなわち、 拓肱氏は、 その軍事的力量を以
 て内蒙古という真っ白なキャンバスを士大夫たちに提供 したのであって、 士大夫たちは、 胡族的な色彩
 と、 漢族的な色彩、 双方をブレン ドした色彩、 どちらでもない新しい色彩などを自在に、 且つ選択的に用
 いながら、 そこに独創的な絵を描いていったのである。
 このように考えたとき、 胡漢の関係性はおおよそ以下のよう に理解 しうるであろう。 北魏皇帝は、 漢
 族士大夫たちに国づくりの役割を委任 し、 胡族にはその軍事力を以て国家経営を支え、 士大夫たちの国
 づくりをサポー トする役割を負わせた。 すなわち、 胡漢の どちらか一方のみが主体を担ったわけではな
 く、 胡漢がそれぞれの得意分野を分担しつつ、 北魏の主体となっていったのである。 こう したかたちで、
 胡漢の協調、 融合が展開されていったと思われる。
 しか し、 士大夫たちによる国づくりは、 太武帝期をピークにして、 いささか方向性を見失う。 道武帝
 から太武帝期までにおける士大夫たちの中心的存在は、 崔宏・浩父子にほかならなかったが、 その崔浩
 が誅殺されたことによって、北魏は国づくりの舵取り役を喪失するがゆえである。 乙津の一時的な専権、
 その乙渾を言朱殺 した文明太后による臨朝称制とは、 この舵取り役の不在という間隙を突いて出現 した政
 治現象と して位置づけることができよう。
 ただし、 文明太后の臨朝称制によって、 主権者が率先して舵取り役を務め、 士大夫たちはそのサポー
 トにまわる体制が形成される。 そして、 孝文帝が登場するに至って、 変革の時期を迎える。 その改革は、
 雲代と山東より成る天下 国家から、 洛陽という 象徴的都市を中心に中国全土を統合する天下国家への飛
 躍を企図 したものであ り、 非漢族の多様な種族と、 華北全域の士大夫たちとの合作・協調を深化させ、 そ
 のうえに北魏皇帝が君臨する政治体制の構築であった。 だが、 その実態は、 北魏前期の体制を超克する
 ものではなく、 北魏が元氏と山東士大夫たちとのあいだの合作政権であることに変化はなかった。 この
 よう にみてみる と、 孝文帝の洛陽遷都から僅か四〇年にして、 山東士大夫たちの後援のもと、 郷に国都
 が遷され、 郭を中心とする 「南夏」 と、 副都太原を中心とする 「北夏」 より構成される国家体制となり、 い
 わゆる東西分裂を迎えることは、 必然であったのかも知れない。
 本稿は、 北魏前期、 とりわけ道武帝から太武帝までの三代を中心に論じたものであり、 乙渾専権以後
 の歴史経緯についての詳細な考察は、 今後の課題となってくるが、 展望でも言及 した ごとく、 北魏皇帝
 と山東士大夫たちの動向 こ れが大きな関鍵のひとつとなってくると思われる。
 論文審査結果の要旨
 本論文は、 鮮卑拓賊氏の部族発祥から北魏前期にかけての政治史、 制度史についての考察を通して、
 北魏国家像の解明を試みたものである。 全体は、 序、 本編6章、 補編2章、 結から構成される。
 序では、 先行研究を概観 し、 特に北魏前期について、 鮮卑な どの胡族がその軍事力を背景に漢族を支
 配 した一面を重視 して、 胡漢対立の構図による研究が進められてきたことを指摘 し、 批判的検証が必要
 であることをのべる。
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 第1章では、 『魏書』 序紀に記載される伝説を取り上げて、 考古学の成果などを参照して考察し、 元来
 シベリア方面で活動 していた拓蹟氏が、 ある時期に唆仙洞周辺に移住 し、 草原地帯における匈奴の勢力
 が低下した前漢晩期～後漢前期に、 呼倫貝爾のステップに南下し、 さらに後漢末期、 商都県から陰山に
 かけての、 農耕一遊牧の複合地帯に移住 したことを明らかにする。 伝説にみえる 「神獣」 がトナカイと考
 えられることから、 拓蹟氏の原住地がシベリアであり、 そのころに伝説の雛形が形成され、 それが後世
 の移住の伝説に登場 しているという創見は特に注目に値する。
 第2章では、 道武帝期に「魏」 がまず国号として採用され、 さらにそれが天下号となってゆく歴史的経
 緯と、そこに見出される独自の論理構造を解明する。 「魏」は、当初「旬 奴劉氏 (漢) から鮮卑拓蹟氏 (魏) へ」
 という内蒙古の覇権奪還への意志表明であったが、 華北進出が視野に入ってくると、 天下号へと上昇す
 る。 これに随伴 して、大魏の正統性を確実なものとする「北夏」 「南夏」という歴史理解が形成され、 「南夏」
 における後漢から三国・魏への王朝交替とは別に、 「北夏」 におけるもう ひとつの漢魏交替という論理が
 創出されたことをは じめて明らかに した。 さらに、 このような歴史理解の創出は、 漢族士大夫の存在が
 あっては じめて可能であることから、 その役割を重視すべきことを指摘する。
 第3章では、 胡族が内朝にあって主導権を握 り、 外朝の漢族を統制するという、 通説的理解を検証・批
 判する。 第一に内外朝それぞれの官職就任者の統計分析から、 内外朝双方に胡漢の就任者が偏りなく存
 在すること、 第二に、 内朝官が有する監察権は漢族を監視するためのものではなかったこと、 第三に、 内
 外朝双方の高級ポス トを兼任する宰執集団によって双方の諸機構が統轄されていること、 をは じめて明
 らかにし、 内外朝を相互補完的関係において理解すべきことを説き、 漢族士大夫の役割の重視という第
 2章の論点に実証的裏付けを与えている。
 第4章では、 内朝を構成する主要な官職である内某官を取り上げる。 内某官が後宮を勤務場所として
 いたこと、 後宮は皇室による商工業活動が行われる場でもあ り、 そこには商品等を収蔵する倉庫が置か
 れていたこと、 皇帝や皇后等の侍従である内某官がこれらの倉庫を管理 していたこと、 また、 内某官が
 外朝上層部の人材供給源であったこと、 を明らかにして、 皇帝の側近と してのみ考えてきた先行研究の
 理解に修正を迫る。
 第5章では、 代王国時代から北魏前期までの婚姻政策を考察 し、 婚姻政策にも、 柔軟で複合的な北魏の
 特性が現れていることを指摘する。 代王国時代の拓蹟氏は、 有力な部族連合と同盟関係を結び、 その部
 族連合の君長氏族と政略的に通婚した。 北魏前期の歴代皇帝は、 皇后に他国の国主の血縁者を迎える一
 方で、 皇太子の実母を殺害して外戚の勢力伸張を防止する独自の制度を実施しており、 皇族諸王の婚姻
 相手も特定氏族に集中しなかった。 ところが、 皇后が皇太子を養育することが特別に認められた文明太
 后鷹氏のときに外戚勢力が出現すると、 皇族諸王と焉氏との婚姻が多くなることが明らかにされる。 公
 主については、 朝貢関係の維持、 帰順勢力の懐柔という政治的意図から、 「賓附の国」に降嫁させられる
 ケース が、 朝臣の子弟への降嫁に比べて圧倒的に多いという。
 第6章では、 太武帝期の漢人宰相崔浩誅殺事件を取り上げ、 崔浩の行う人事に反感を抱く漢族官僚た
 ちが国史直筆を騒 ぎ立て、 崔浩を窮地に追い込んでいく が、 直筆は言朱殺にあたる罪ではなかったため、
 高允が余罪を示唆 し、 それが収賄罪への変更につながったという経緯を明らかにする。 そ して、 この事
 件の背後に、 各自の思惑や利害が交錯 し、 一枚岩とはなりえない漢族官僚たちの実情が窺えることを指
 摘 し、 従来のような胡漢対立の構図では、 この事件を把捉できないことを確認する。 そのうえで、 道武
 帝から太武帝期にかけて、 崔宏・崔浩父子が、 北魏建設の舵取り役と して諸制度を創りあげてきたこと
 に基づく崔浩の自負心が慢心を生み、 独断的行動を起こして士大夫たちの間で孤立し、 太武帝も崔浩を
 見限り李孝伯や高允に舵取りの役割を負わすが、 彼らは、 崔宏・崔浩父子ほ どの企画力・推進力を示さず、
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 北魏の国家経営は舵取り役を失い、 やがて士大夫たちに代わって、 馬太后が臨朝称制 して舵取り役をに
 なう、 という展望が示される。
 以上の如く、 本論文は、 従来、 胡族による漢族の支配という図式に偏る研究傾向が特に著しかった北
 魏前期を中心に、 先行研究の批判的検証に取り組み、 胡漢対立の図式を相対化 して、 斬新かつ独自の北
 魏国家像を提示することに成功 している。 とりわけ、 北魏国家自身による歴 史理解にまで踏み込んだ分
 析手法や、 内朝・外朝についての創見は、 魏晋南北朝国家論に新たな展望を拓くものであり、 斯学の深化
 と 発展 に寄与するところ大 なるものがある。
 よって本論文の提出者は、 博士 (文学) の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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